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＜要旨＞ 

2004 年から 2007 年に得られたヘルシンキとフィンランドの出身者 18-75 才の男女 227 

人に対して木材製品を被験者に提示し、その商品への支払い意思額を聞いている。商品に関

する質問が 7 問用意されており、五段階評価で被験者が評価する実験が行われ、木材商品

に対しての支払い意思額を被説明変数としてバイナリーロジスティック回帰分析を行なっ

ている。分析結果としては質問に対して五段階のうち高く評価している、つまり木材製品に

対して興味がある被験者ほど、木材製品に対する支払い意思額が上昇していることが明ら

かとなった。 

＜コメント＞ 

この論文をもとに私たちは京漆器に関して 20 代後半から 40 代の社会人と学生計 222 人に

アンケートを行いました。具体的には、プラスティック製ではなく、木製の京漆器を所持し

ている人の方が、京漆器に対する支払い意思額が高くなるのかということを検証しました。

そして木製の京漆器を持っている人ほど支払い意思額が高くなるという結果を得ることが

できました。 
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